
★ 旧約聖書を自分事としてうけとるコツ （旧約が苦手な人向け） 

 

旧約聖書に登場する人、モノ、出来事を、 

「霊的なシンボル、比喩」として読むことをお勧めします。 

専門知識がないとわかりづらい部分は読み飛ばしてもよいです。 

最初の一回でかんぺきに正しい解釈をしようとするのではなく、 

旧約聖書の世界観になじむことからはじめましょう。 

 

★ 自分勝手な解釈をさけるために 

 

毎回、聖書の著者である神様に祈ってから読み始めます。 

 

【お祈り例】 「まことの神様。 今から読む旧約聖書の御言葉をとおして、 

神様がいまの私に語ってくださっていることを、私が正しく理解し、 

受け取ることができますように、私を導いてください。 

もし私が神様の御言葉の意味を勘違いしている場合は、 

できるだけ早くその箇所に気づかせ、修正させてください。 

私の救い主イエス・キリストのみ名でお祈りします、アーメン」 

 

旧約聖書を読みながら、神様に問いかけたり、感想をお話ししてみましょう。 

とにかく神様に心を向けながら読むことがたいせつです。 

御言葉の解釈を間違えても罰は当たりません。間違いをおそれて委縮しないでください。 

「これが唯一ぜったい正しい解釈だ！」という石頭にならないようにだけご注意ください。 

もし自分勝手な解釈、勘違いをしたとしても、万事を益となさる神様は、 

個人的な勘違いをも活用して、神様の御心を悟らせてくださることが多々あります。 

あなたのおかれている状況や、心の成長しだいで、同じ聖書個所を読んでいても、 

前回とは異なるメッセージが響いてくることは珍しくありません。 

正しい解釈にこだわるよりも、「今のあなたに語りかける神様の御声」を求めましょう。 

★ 旧約聖書のシンボル解釈例 

 

主、神  天地創造の主、命の主、主なる神 YHWH ヤハウェ。 

罪  神の御心に背いている状態。人間基準の法律・道徳とは無関係 （参考/詩編 51編） 

アブラハム、イサク、ヤコブ、イスラエル（の子ら）  まことの神に従う人 

カナン、約束の地  まことの神と共に生きる人生 

エルサレム、シオン  ↑上記と同じ。神の平安に満たされている状態 

エジプト、ユダヤ周辺諸国  まことの神をうけいれない現世利益追求社会 

荒野  あなたがまことの神と向き合う場所、状況。自力ではどうにもならない状況 

異教  神の御心からズレている考え方、価値観、習慣、規則、世間の常識など 

異邦人、異民族  あなたの心を占領するエゴ、悪癖、悪習、間違った観念など 

異教の神々、バアル  あなたの心を占領する偶像（世間体、理想の自分像、地位、お金など） 

神の怒り、災い  人間を正道に導くためのやむなき手段 （参考/エレミヤ書 26 章） 

〇〇人を殺せ、偶像を破壊しろ  あなたの心を占領する悪しきものを滅ぼして清めよ 

〇〇の地を獲れ、得よ  ↑上記と同じ。あなたの心をまことの神の領土とせよ 

神殿  あなたの身体、生き方、神の霊を宿す器としての人間 

神殿を築く、壊す  神との絆を築く、壊す （参考/ハガイ書） 

裁く  神を基準として判断する、仕分ける、決断するなど。処罰的な意味に限定しない 

火、水、風  神の霊、聖霊 （火、水/罪を清める）（風/神の命の息） 

パン、ぶどう酒、水  魂の糧、神の御言葉 

食べる、飲む  神の御心をうけいれてあなたの魂の血肉とする 

飢える、乾く  神の導きが得られず魂が萎える （参考/アモス書 8：１１） 

御使い  神の使者、天使。人間の便利屋ではない。崇拝対象でもない。 

預言者、先見者  神の言葉の代弁者。人間に都合のいい予言者や占い師ではない。 

 

あなたの御言葉が見いだされたとき わたしはそれをむさぼり食べました。 

あなたの御言葉は、わたしのものとなり わたしの心は喜び踊りました。 

エレミヤ書 15章 16 節 


